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はじめに
中国では、共同の祖先から出た男系の血統集団である同族集団を「宗族」といい、各宗族を区別す
る名称が「姓」である。人類学でいう「氏族」に相当するといわれ、 「同姓」は婚姻関係を結ぶこと
ができない(同姓不婚)。この姓から分かれ、政治・地域等に起因して成立した血縁集団が「氏Jと
呼ばれる。ただし、秦漢時代以降、姓と氏とは混同され、ほとんど同義に使用されるという(~角川
世界史辞典~ )。
『太平御覧~ r人事部3姓名」が引用する「風俗通」によれば、氏は、号(唐、夏) ・誼(戴、武)
・爵 (王、公) ・国 (曹、魯) ・官 (司馬、 司徒) ・宇(伯、仲) ・居 (城、郭) ・事(卜、 陶)
職(三鳥、玉鹿)に基づくという。
一方の日本列島では、中国と共通するような「宗族」は存在しなかったので、 「姓・氏」を使用す
るものの、別の性格を有したと考えねばならない。顕著な違いは、中国では隔の楊氏、唐の李氏のよ
うに国王も「氏」を名のるが、 5世紀の「倭の玉王」を除いて、列島の国王には「姓(氏)J名がな
い。こうした日中の差異を意識しながら、ヤマト王権と氏族の問題について論じてみたいと思う。
ーヤマトE権と氏の成立
1 5世紀の「倭の五王」と姓(氏)
中国では、南朝の宋が420年(永初元)に建国した。その翌年、倭国主である倭讃が、宋に使者を
派遣した。 r倭讃Jとは、 「倭」が姓で、 「讃」が個人名である。このように『宋書』倭国伝には、
宋と外交関係を結んだ「讃・珍・済・興・武Jという 5人の倭国主の外交交渉が記されている。 r倭
の王王」である。
宋との外交交渉では、高句麗王が国名の「高Jを、自らの氏族名の「姓Jとしていた。倭国王も高
句麗等にならい、倭国の「倭」を姓として名乗ったのである。個人名は、オホハツセノワカタケルが
「武」を名乗っていることから考えると、本名「タケノレ」の語意から、一宇の漢字「武」を表記した。
「宋書』倭国伝においては、一人目の讃のみに「倭」姓を記述し、ほかの4人は省略している。ただ
し、 『宋書」文帝紀に「安東将軍倭王倭済(倭王の倭済)Jとあり、済も「倭」姓であったことがわ
かる。倭の王王は、 5人とも倭姓を名のっていたのである。
これ以外に、元嘉2年に「司馬曹達」と元嘉15年に「倭晴」が記されている。司馬曹達は、 「官
職」として扱われている「司馬」に、 「曹(姓)達(個人名)Jとしづ姓名をつけたもので、、曹達は
渡来系移住者であろう。移住者は、本国で使用していた姓名を名のっていたのである。また、 「平西
将軍」に冊封された倭情は、 「倭」姓の王族と考えられる。この時期、倭園王の兄弟ないし子弟にあ
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たる王族将軍が存在し、倭惰は西日本地域(r平西Jの「西jは、近畿地方から西方の地域)の支配
を任されていたと思われる。
ところで、日本列島から出土する同時代史料では、どのように記されているだろうか。埼玉県行田
市の稲荷山古墳出土の金錯錦鉄剣には、 「獲加多支商(ワカタケノレ)Jの名前がある。雄略天皇のこ
とである。 r辛亥年jの紀年があり、西暦471年であることがわかる。また、 「平獲居(ヲワケ)J 
(杖刀人)から「意富比境(オホヒコ)Jにいたる系譜が記されているが、オホヒコは『日本書紀』
崇神天皇紀にみえる四道将軍の一人「大彦」と思われる。 5世紀後半にはオホヒコに関連する伝承が
存在じていたのである。これらの名前は、一宇の漢字音を利用した漢字仮名(仮借)で書かれる在来
系の名前である。しかしながら、この銘文には姓(氏)と思われるような文字はいっさいない。
もう一つは、熊本県和水町の江田船山古墳出土の銀錯銘大刀である。ここにも獲加多支商のほか、
在来系の「元利豆J (典曹人)、作万者「伊太和」の名前がみえるが、書者は「張安」である。姓が
「張」で個人名が「安」である。この時代、曹達や張安など1字ずつの単姓である。
このように5世紀の列島社会では、 「倭」姓を名のった倭国王やその一族、そして渡来系移住民し
か姓がなかった。また、列島の国王は、ヤマト王権の歴史から現在の天皇にいたるまで、 5世紀以外
に「姓(氏)J名を使用することはなかった。ヤマト王権の首長は、 5世紀においてのみ、宋との外
交交渉との関係で「倭」姓を名のった。しかし、列島内で姓名を名のることはなかったと思われる。
そして宋は、倭の玉王の一族を倭姓を称する父系の氏挟と認識していたのである。
2 伴造系の氏の成立
『日本書紀』において、 4世紀末に活躍したと想定されているのが、 「葛城襲津彦」である。ただ
し、 『書紀』の記述のもとになった「百済記」には「沙至比脆」としか記されておらず、まだ個人名
しかなかったと思われる。その後、 「比脆」を「彦Jと表すことが可能になった時点で「襲津彦」と
書かれ、地名の葛城を「氏」の名として表記したのであろう。 r葛城」は、日本的な氏族名称として
用いられており、 「氏」と呼んでいい。しかし、地名系の氏が成立して以降のことである。
日本列島において、氏とカパネの確実な事例は、島根県松江市・岡田山一号墳出土の鉄剣銘「額田
部医Jである。ここには、 「額田部Jという部の名称と「匝」のカパネ(姓)が記入されている。こ
の古墳は前方後方墳であり、 6世紀半ばから後半の築造とされる。したがって、部やカパネは6世紀
前半には成立していたと思われる。おそらく百済などの朝鮮諸国の部制の影響を受け、 6世紀半ばの
欽明朝には成立していただろう。
なお、 「中臣氏系図(大中臣本系帳)Jには、中匝常磐大連が「磯城島宮御宇天国押開広庭天皇之
世J (欽明朝)に「中臣連姓」を賜ったとある。しかし、延喜6年 (906)に作成された「大中臣木
系帳」には信?慢性のうえで疑問があり、すぐには従えない。
さて、 「額田部」で明らかであるが、 「氏の名」の成立は部民制の成立と密接な関係、がある。 5世
紀のヤマト王権では、 「典曹人・杖刀人」などの「人制」という職能集団が組織され、王権に必要な
社会的分業組織を編成していた。金織名鉄剣には、ヲワケは「世々、為杖刀人首、奉事来至今」とあ
り、オホヒコ以来、杖刀人として奉事してきた根源が書かれている。明白な「君臣関係Jによる人格
的依存関係である。この人制の段階で、部の前提となる王や王族に対する「奉事J (仕奉)という人
格的依存関係が形成されていた。人制の段階では、系譜によって職掌の継承が示されるが、その職掌
名が「部」の名に変わる時(たとえば大伴や物部など)、部民制の起源になると思われる。
こうして、新たに物部・忌部や大伴などの部民が出現し、新しい社会的分業体制が組織されたので
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ある。この部民は、形式的に分類すると、
(1)王や王族に仕え奉る「名代・子代J (白髪部・穴穂者IS・小長谷部等)
(2)王権を維持する職務の社会的分業を担う「職業部J (物部・大伴・中臣等)
(3)豪族が所有する「部曲J (蘇我部・中臣部・巨勢部等)
の3種類になる。いずれもヤマト王権を維持する重要な制度として、社会的に編成されたのである。
とのなかで部民の典型というのは、 (2) ["職業部」である。?ととえば大伴氏は、部民の「大伴(オ
ホトモ)Jを統率する、連(ムラジ)のカパネ(姓)の伴造氏である。 トモ(伴)は、中央に出仕し
てヤマト王権に仕え奉る(仕奉)ことが主務で、 トモは「ツカヘマツル(仕へ奉る)Jことに本質が
ある。["伴」という職掌を氏名にもって王権に仕え奉るのが、大伴氏で、 「連」のカパネ(姓)をも
っ、名負いの氏(負名氏)となる。一方の物部氏は、部民の「物部Jを統率する伴造の氏で、やはり
連のカパネ(姓)である。物部の「物jは、精霊・霊魂などを意味する物(魂)と考えられており、
武器などの物品を貢納(タテマツルこと)し、管理する。したがって、軍事・警察・検察や刑罰、そ
して神事をつかさどることになる。両者とも、王権との関係で結ぼれた「氏Jの名に表された職掌を
もって、氏名を名のるかぎり、壬に仕奉するという人格的依存関係にある。
このように、王に仕奉する名負いの氏が、 「氏jの本質である。日本の氏は、中国的な宗族との関
係をもつような氏ではなく、あくまで王との政治的関係で結ぼれた集団であり、氏(姓)の改定も王
の権限となる。ただし、日本的な氏族集団であると評価することは可能であろう。
こうした政治的集団が日本の氏であるが、中国との比較で言えば、 「或氏於事」とする「恋、 卜、
陶、匠」の氏とは現象的に共通する。日本の部民制は百済との関係が強いと思われるが、百済は中国
南朝と強い文化的関係がある。
欽明朝には、倭国からの軍事的支援との引き替えに、百済から交代で上番した五経博士・仏教僧の
ほか、易博士・暦博士・医博士・採薬師・楽人たちが来た。五経博士の段楊爾、王柳貴・馬丁安、易
博士の王道良、暦博士の王保孫、採薬師の潜量豊・丁有陀らの「段・王・馬・1番・丁」などの姓から
みると、実は彼らは中国南朝・梁の人々である(末松保和『任那興亡史Jl) 0 ["或氏於事」とは無関
係であるが、梁と倭国との影響関係が、宗教的・文化的側面にかぎられていたのかどうか、今後の検
討課題である。
3 地名系の氏とヤマト王権
部民制の本質は、名負いの氏にあると思われる。したがって、氏の形成には伴造系の氏の成立が重
要であり、そのもとで平群・巨勢・葛城・蘇我などの地名を名のる氏ができたと推測される。中国で
も「或氏於居Jの氏が存在するが、地名系の氏とは性格が異なるように思われる。
一方、蘇我などの地名系の氏は、 「臣(オミ)Jのカパネ(姓)をもっ、地域の代表的氏族である。
この臣系氏族の特徴は、 「建内宿祢jの系譜に繋がっていることである(~古事記』孝元天皇段)。
建内宿祢は、成務天皇から始まり、仲哀・応神・仁徳天皇にいたる4代にわたり、 「大臣」として仕
奉したという伝承をもっ。こうした建内宿祢の系譜に繋がることによって、建内宿祢のように代々ヤ
マト王権に仕え奉っているという職務を主張したのである。
蘇我氏は、この建内宿j爾を祖とし、本拠地は大和国高市郡曾我(現橿原市曾我町)で、河内国石川
郡に別荘があった。
その系譜は、 『尊卑分脈』では、
蘇我満智一韓子ー高麗-稲目一馬子ー蝦夷一入鹿
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とある。大臣の稲田から突然活躍するわけでもないから、満智・韓子・高麗らは実在した可能性があ
る。韓子や高麗など、半島と関係の源い名前が特徴であり、馬子・蝦夷・入鹿などの命名も、猛々し
く生きる願望と関係していよう。
蘇我氏と欽明天皇との結びつきは、大伴氏と継体天臭との比較から説くことができる。継体は大伴
氏の主導で即位し、尾張氏の娘目子媛との聞に勾大兄(安閑天皇)と、檎隈高田皇子(宣化天皇)を
生んだ。こうして尾張氏腹の二人の天皇が即位した。継体が正統性を求めて結婚した仁賢天皇娘の子
である欽明と、継体とは疎遠な関係になってきた。欽明は蘇我氏に接近して、その娘を妃にしたとい
われるO 稲目の娘堅塩媛k小姉君とを迎え入れ、蘇我氏との強いきずなを結んでいった。
ニヤマト王権と氏・姓
1 王と氏との仕奉関係
古代の氏は、物部・大伴・中臣氏のような「連」系の伴造氏族と、平群・巨勢・蘇我氏のような地
域名を氏名とする臣系氏族がある。こうした氏の特徴は、 「始於祖子、奉仕卿大夫・臣・連・伴造・
氏々人等、威可聴聞J (~日本書紀』大化 2年条)とあるように、 「卿大夫」から「氏々人」にいた
るまで奉仕(仕奉)の関係にあった。
この氏の本質は「名負いの氏(負名氏)Jとして現れるが、王権から賜与された氏の名に表される
職掌をもって、氏名を名のるかぎり、王に仕え奉る(仕奉)という人格的依存関係で結ぼれた点にあ
る。カパネ(姓)は、氏の政治的地位・序列を示す標識として機能した。
こうした意識は、奈良時代にも続き、大伴家持の「喰族歌(族を喰しし歌)Jには、 r (前略)空言
も祖の名絶つな大伴の氏と名lこ名に負へるますらをの伴j と歌われた(~万葉集~ 4566番歌)。
大伴を氏の名として名のる以上、大伴の名にふさわしい職務を勤めねばならなかった。
このように王権と仕奉関係を持つことによって、氏を名のることができた。つまり氏は、個人の意
思で名のるような性格ではなく、王権との政治的関係を結んで名のるということになる。したがって、
氏は政治的手出哉とも位置づけることができる。このうち「連」のカパネ(姓)をもっ氏は、ヤマト王
権の分業をになう部民の統率に関連する氏族であり、主権と寵接的な関係が深い。これに対して「臣J
のカパネをもっ氏族は、それぞれの地域名を名のる在地首長であり、別方向からヤマト王権を構成す
るメンバーであった。かつては連合的性格が強かったものと思われる。
臣系氏族の最高執政官が大臣であり、連系の最高執政官が大連となる。奈良盆地では、興味深いこ
とに、平群・巨勢氏ら地名に某づく間系の氏族は、盆地西側に盤掘し、大伴・物部・中田ら連系の伴
造氏族は、盆地東側の山側が地域的拠点になっている。
ところで、氏姓制成立の前と後では 倭国王の列島支配の方式に変化がある。氏姓制が形成されて
いない5世紀には、倭国王自身が「倭」姓を名のり、対宋外交を行なった。日本の王族が姓を有した
唯一の時期である。倭国王とその一族および渡来系移住民だけが有姓者であった。
その後、倭国王は各氏族に「氏・姓(カノ〈ネ)Jを与えて氏姓秩序を構築したが、自らは氏も姓も
保有しなくなった。つまり、倭国王は氏姓秩序を超越した存在になった。こうした枠組みは、律令制
国家の時代でも同じであり、官人・百姓の良民が有姓(氏)で、天皇一族と賎(五色の賎)が無姓(氏)
とし、う構造になった。氏姓秩序が形成されて以降、氏姓を賜与し、変更することは天皇固有の権限に
なった。姓(氏)名の有無で、良民か賎に区別されるため、身分制の歴史において大きな意味をもつ
ようになった。
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2 王と群臣
律令制支配が行なわれる以前、大臣・大連・大夫などの議政官を「群臣」と呼ぶ。大化前代におけ
る新しい国王(新帝)の即位には、天皇没後に群臣が新天皇を推挙するという慣習が存在した。たと
えば、推古女帝の没後、田村息子(後の静明天皇)と山背大兄が有力な候補者であったが、群臣の意
見が分かれた。この場合、大臣蘇我蝦夷の主導で田村皇子が即位している(静明天皇)。候補者が決
まれば、群臣が鏡・剣などのレガリア(王位を象徴する宝器)を献上して、新天皇の即位を要請する
のである。
新天皇が即位すると、滑寧天皇の場合、 「以大伴室屋大連為大連、平群真鳥大臣為大臣、並知故。
臣・連・伴造等、各依職位駕J (清寧元年条)とあるように、大連・大臣や伴造などの群臣が任命さ
れている。大連・大臣は再任と明記されているが、 「以物部弓削守屋大連為大連如故。以蘇我馬子宿
祢為大臣J (敏達元年条)とあるように、新しく任命されることもある。このように、たとえ天皇を
推挙した群臣といえども、新天皇のもとで改めて任用を確認する手続きが必要であった。
なお、大連の地位は、 540年(欽明元)の大伴金村の失脚、 587年(用明 2)の物部守屋の滅亡以
降、後継者は任用されなかった。一方の大臣は、蘇我氏がその地位を独占した。大化改新以降は、大
臣の地位は左・右大臣に分かれ、阿倍・蘇我・巨勢・大伴・中臣氏らがそのポストについている。
このように群臣が新帝を推挙し、新帝から群臣が再任または新任されるというフーロセスが存在した。
つまり、新帝は群臣の意向で決まるが、即位後、群匡は新帝から任命される必要があった。古代日本
では、任命権者の天皇と群臣との聞には個別的な人格的・身分的関係が必要で、両者相互の依存関係
が存在していたのである。ところが、律令制国家の官人制では、天皇が替わっても左・右大臣、大納
言などの官人の地位は変化しない。律令法とは、明白に原理を具にしていたのである。
また、大化前代において国政審議を行なった群臣は、有力氏族から一名が参加し、氏族代表者的な
性格も有していた。こうした性格は、律令制下の太政官にも受け継がれ、太政大臣、左・右大臣、大
納昔・中納雷 (705年〈慶雲 2>再置、 JE4位土相当官)と参議 (4位から選抜)からなる公卿は、
藤原氏を除いて各氏族から 1名が選ばれている。しかし、こうした氏族の参画から、 「貴族共和制」
的な性格を導き出すのは正しくない。あくまで、天皇による専制主義という枠内での政務参加である。
3 蘇我氏
さて、古代の著名な氏族といえば、まずは大伴氏と物部氏という伴造氏族をあげなければなるまい。
しかし、大伴氏が6世紀前半の欽明朝に「任那問題Jで失脚し、また物部氏本宗が 587年に滅ぼされ
ている。大臣として、 7世紀の歴史を主導したのは蘇我氏であった。この蘇我氏本宗にあって、最初
に大臣として活躍したのは、稲田であろう。初見は『日本書紀」宣化元年条で、大臣に任命される記
事がある。欽明朝に大臣に再任されるが、実質的に大臣として政治的影響力を行使していくのは欽明
朝のことになる。
稲田は、娘の堅塩媛と小姉君を欽明天皇の妃にいれ、堅塩媛は大兄皇子(後の用明天皇)と額田部
皇女(後の推古天皇)、小姉君は泊瀬部皇子(後の崇峻天皇)を生んだ。蘇我氏は天皇の外戚の地位
にあって、政治的影響力を行使していたのである。それまで後宮氏族としては息長氏がいたが、蘇我
氏は大臣という立場で、娘を天皇の妃とし、その子どものが王族として活躍することを期待したので
ある。こうした賜姓は、奈良時代の藤原氏に受け継がれていくが、その差異は後述する。
最初に、蘇我氏の特徴を歴史的に振り返っておきたい。 w日本書紀』には、欽明朝において吉備の
屯倉の発展に尽くしたと記されている。大臣稲田らを吉備に遣わし、白猪屯倉と児島屯倉(津と客館
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の施設があった)を設置する(欽明 16・17年条)。
!ヨ猪屯倉は農業経営のための拠点で、屯倉に付置された岡地の耕作民を、 「田音|りとし吟部民とし
て編成した。名籍(文板に書かれた名簿か)に田部の名前を記入し、その名簿を使って租税(公租公
課)を負担させる仕組みである。十数年が経過すると、名簿に漏れている者が多くなり、租税名簿と
しては機能しなくなった。そこで、新たに年齢等を加えて戸別に編成した「田戸」として掌握し、新
しい屯倉経営の管理方式とした。その監督にあたったのが、渡来系移住民の白猪脂津であった(欽明
30年条)。このように蘇我氏は、屯倉の耕作者を名簿で管理する近代的な仕組みを導入した。
こうして蘇我氏は新たな屯倉管理を通し、ヤマト主権の財政基盤の拡大・強化に努めていったので、
ある。こうした施策は、 『古語拾遺』の伝承にも記され、雄略朝に秦氏や、文筆に秀でた東文氏と西
文氏を用いて、出納や帳簿管理を行なったという伝承がある。
蘇我氏は、東漢氏や秦氏らの渡来系移住民のと関係が強く、彼らを活用して白猪屯倉などの経営に
活用するなど、実務にも秀でていた開明的な氏族で、あった。また、仏教信仰にも厚く、排仏派の物部
尾輿や中臣鎌子らと争った。これは仏教の受容を理由にした、氏族聞の戦いで、あった。
蘇我氏の横暴を象徴するのは、 「天皇暗殺Jである。蘇我馬子は、蘇我氏から疎んじられ、その抹
殺をはかろうとした崇峻天皇を暗殺する。天皇暗殺としづ政治的危機に対し、政治的資質を有し、 35
歳以上の適齢の皇子は存在しなかった。そのため、新たに即位したのが推古天皇で、ヤマト王権にお
いて最初の確実な女性天皇である。この女帝以降、蘇我氏は、厩戸皇子とともに政治に参画し、全盛
期を迎えるようになる。
4 大化の改新と律令法の編纂
645年(皇極 4)、高句麗と百済の政変に続き、倭固において天皇・王族が権力を集中する百済型
の政変が起こった。 I乙日の変Jといい、孝徳期の改箪を含めて「大化の改新」と呼んでいる。乙巳
の変後、時の皇極天皇が譲位し、弟の孝徳天皇が即位した。~日本書紀』では、中臣(藤原)鎌足が
この政変に関与していたと書かれている。しかし、この記述は、 『書紀』編纂に関係した藤原不比等
の政治的影響の可能性もある。鎌足の活動は、 『書紀』の記述どおりで、あったかど、うか、問題がある。
それはともかく、改新では天息・:E族の自律的意思に基づいて皇位継承が行なわれ、有力な群臣は
関与していなかった。~書紀』に記された鎌足の行動が事実としても、従来の群臣推挙というような
枠組みではない。
乙巳の変を通じ、これまで、終身在位で、あった皇位のありかたが、譲位というかたちで変化したこと
が、改新の重要な事柄である。この生存譲位は、ヤマト王権の歴史ではじめてのとと。との改新以降、
王権によって白律的に王位が継承されるようになった。
その後、天智朝になると、律令制的政治が構想されるとともに、直系的な長位継承法と想定されて
いる「不改常典の法」が決まる。後の律令法にも、皇位継承法は規定されておらず、天皇や皇位継承
は律令法を超越した存在で、あった。このようにして、群臣が皇位継承に介在する慣習はなくなったと
思われる。ただし、持統天皇が、孫の皇太子軽皇子(文武天皇)に譲位した際、大化前代のように群
臣が関与した可能性を指摘する説もある(遠藤みどり「持統譲位記事の「定策禁中」についてJ) 0 
持統天皇から文武天皇への譲位には、群臣の承認があったことは認めていいだろう。
日本における律令制の形成は、中国で発達した体系的な律令法の継受のかたちを通して実現した。
一般的にいえば律は刑罰法であり、令は国家機構を運営する行政法・教化法となる。この律令法の施
行は、まず令が689年(持統3)に飛鳥浄御原令 (22巻)として実施され、 701年(大宝元)には大
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宝律令(令11、律6春)が完成した。ここに名実ともに律令制国家が誕生した。
このプロセスにおいて、藤原(中臣)鎌足の子藤原不比等が、大宝令の編纂に関係しており、また
律令法にも精通していた。奈良時代における藤原氏の活動を評価するうえで重要である。不比等は、
大軍令に太上天皇の制度を設けるなど、持統天皇の政治姿勢と歩調を合わせた形跡もある。
むすびにかえて一律令制国家と氏
最後に、ヤマト王権期の氏の特徴を考え、それと比較するため律令制国家における蔭伎と後宮につ
いて述べておきたい。
古代の律令制国家は、天皇を統治者とする専制国家であるが、議政官として政治に関わる氏は貴族
と呼ばれる支配階級である。古代の律令法においては、 3位以上を「貴」、 5位以上を「通貴」とい
う。これら5位以上の官人と、その一族を貴族と呼んで、いる。この貴族は、蔭位の制度によって子孫
が一定の位階を授与されるので、貴族の再生産が容易になっている。
具体的にいえば、蔭位制とは律令法における息親や貴族の子孫が父祖の位階に応じて、有利に位階
を授与される制度である。蔭位の規定は選叙令にあり、たとえば1位の嫡子は 21歳になれば従5位
下、庶子は正6位上、 3位の嫡子は従6位上、庶子は従6位下、正5位の嫡子は王8位下、庶子は従
8位上というように、高い位階を与えられる。なお、皇親の蔭位の場合は、親王の子は従4位下、諸
王の子は従5位下が授与される。
701年(大宝元)から奈良時代末まで、 3位以上を出した出身氏族は藤原朝臣・大伴宿禰・石上朝
臣ら 21氏、 5位以上は 100'""150氏を数えるのではないかと指摘されている(関晃『日本古代の国家
と社会Jl)。
これに対し、蔭位ではなく大学で学んで出仕する方式では、 トップの成績の秀才でも 25歳で正8
位上が与えられるにとどまる。その後も、 6'""12年かけて一階昇叙するのが一般的で、あった。とのよ
うに蔭位の制度は、貴族を特別に優遇する特権的制度である。中国と比較すれば、授与される位階が
著しく高位であるのが日本の特徴である。
学令を通じて官人に出仕する途は時聞がかかり、奈良時代ではこの蔭位の制度がもっぱら利用され
た。中国の科挙の制度とは違い、日本の貴族の子弟は容易に官人になることができたのである。
後宮については、後宮職員令があり、 「妃二員・夫人三員・績四員」と規定されている。夫人は貴族の
3位以上、績は5位以上であり、貴族は娘を後宮におくることができた。なお、養老令の注釈書「令釈」
には、 「妃・夫人・嬢、是名後宮Jとある。ここには嫡素である息后は記載されていないが、妃が4品以
上とされているので、内親王以上と想定されている。~日本書紀』によれば、仁徳天皇から持続天皇まで、
皇親から選ばれている。これが藤原氏によって破られた。不比等の娘光明子が立后して以来、藤原氏出
身の皇后の数はきわめて多い。
ところで、直載的に後宮とは規定されていないが、氏女の制度があった。氏女采女条に「凡諸氏、氏別
貢女。皆限年::Ht以下十三以上。雄非氏名、欲自進仕者聴。其貢采女者、郡少領以上姉妹及女、形容端正者。
皆申中務省奏聞Jとある。律令制以前には、たとえば大海人皇子(天武天皇)と「壬申の乱」を起こした
大友皇子が采女腹であり、広義には後宮と考えられる。なお、大宝令の注釈書である「古記」には、 「其
氏女、謂京畿内也Jとあり、京・畿内から貢上された。 r石川氏一人。紀氏一人之類是也J (養老令注釈
書「穴記J)といわれる。
※「天皇」の称号は、天武朝に成立したが、それ以前にも便宜的に使用した。
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